
次号『まちかど』は、１０月１８日(金)発行の予定です。

今回は、新装なった私達の町会会館をご紹介します。

下町情緒を残す閉静な住宅街にある荏原２丁目会館は、

建てられてからおよそ４０年になり、随所に老朽化が進ん

でまいりました。また、先の大震災のこともあり、耐久性

にも不安が出てきました。そこで耐震工事も兼ねてリフォー

ムをすることになり、今年の４月に完成しました。

古くなった床を補強し、和式だったトイレは洋式に変更

しました。外の非常階段のペンキも塗り替えました。そう

した中で、特に使いやすくなったのが、会館入口のドアで

す。横にスライドして開くタイプはそのままですが、新し

いデザインで今までより広く開くため、とても開放感があ

り、大きな荷物の出し入れ等もしやすくて大変便利です。

４月初めに行なわれた春のお花見は、あいにくの雨でし

たが、新しくなった

町会会館で焼きそば

や磯辺焼きを作り賑

わいました。

改装費用はおよそ

５５０万円で、品川

区からの補助金と町

会費を半分ずつ充当

しました。

(広報委員 伊藤 茂実)

暑さもようやく和らいできた様に思える今日こ

の頃。この季節になると瞼に浮かぶ赤い花があり

ます。ヒガンバナです。お彼岸の頃に咲くので、

ヒガンバナと呼ばれていますが、別名「曼珠沙華」

とも呼ばれ、「マンジュシャカ(赤い花)」という

梵語が由来となっています。何よりもあの鮮やか

な赤色は強烈な印象があり忘れられません。小さ

な花火の様にも見えます。

ヒガンバナは中国が原産で、田んぼの畦や土手、

墓地等に自生しています。毒性が強いので、ネズ

ミやもぐら除けにしたとも言われています。

近頃は観賞用に栽培され、足を延ばして見に行っ

たりもしますが、街中の庭先などでも、気にかけ

ていると見かける

ことができます。

～俳句～

「曼珠沙華 抱く

ほどとれど母恋し」

中村汀女

(広報委員

木村 美智代)
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【
日
時
】
10
月
20
日(

日)

９
時
～
11
時
50
分

【
会
場
】
林
試
の
森
「
大
き
な
広
場
」

品
川
区
防
災
協
議
会
・
荏
原
第
一
地

区
協
議
会
主
催
に
よ
る
総
合
防
災
訓
練

が
行
な
わ
れ
ま
す
。
例
年
、
１
０
０
０

人
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
様
々
な

実
践
コ
ー
ナ
ー
で
、
体
験
し
な
が
ら
防

災
の
意
識
を
高
め
る
事
が
で
き
ま
す
。

各
町
会
を
中
心
に
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
る
訓
練
で

す
。
一
時
集
合
場

所
、
時
間
な
ど
に

つ
い
て
は
、
各
町

会
の
掲
示
板
や
回

覧
板
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ま
、
ふ
る
っ

て
ご
参
加
下
さ
い
。

所
に
あ
わ
せ
、
７
つ
の
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
ホ
ー

ス
セ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ン
ド

パ
イ
プ
ホ
ー
ス
セ
ッ
ト
の
収
納
箱
に
は
鍵
が
か

か
っ
て
お
ら
ず
、
有
事
の
際
に
は
誰
で
も
使
用

す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ス

タ
ン
ド
パ
イ
プ
の
操

作
は
、
複
雑
で
は
な

い
け
れ
ど
、
「
誰
か

に
一
度
教
え
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
で
き
な

か
っ
た
」
と
参
加
者

の
皆
さ
ん
も
熱
心
に

見
学
さ
れ
、
実
際
に

体
験
し
ま
し
た
。

７
月
の
ふ
れ
あ
い
健
康
塾(

高
齢
者
の
健
康

教
室)
で
は
、
「
合
わ
せ
俳
句
」
を
楽
し
み
ま

し
た
。
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
テ
ー
マ(

七

夕
・
ふ
れ
あ
い
健
康
塾
・
夏)

に
沿
っ
て
五
・

七
・
五
の
言
葉
を
ひ
ね
り
出
し
、
集
ま
っ
た
言

葉
を
組
み
合
わ
せ
て
、
一
句
に
仕
立
て
ま
し
た
。

沢
山
の
句
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
が
、
そ
の

中
で
、
各
テ
ー
マ
の
代
表
作
を
紹
介
し
ま
す
。

テ
ー
マ
（
七
夕
）

た
ん
ざ
く
に

願
い
を
込
め
て

天
の
川

テ
ー
マ
（
ふ
れ
あ
い
健
康
塾)

た
の
し
い
な

み
ん
な
元
気
で

軽
や
か
に

テ
ー
マ
（
夏)

夏
休
み

孫
に
ひ
か
れ
て

か
き
氷

な
お
、
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会
で
は
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
健
康
講
演
会
、
男
の
料
理
教
室
な
ど

も
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

お
問
合
せ
先

（
荏
原
第
一
地
区
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会

代
表

大
高

一
浩
）

夏
か
ら
初
秋
に
か
け
て
、
管
内
の
周
辺
で
は
、

多
く
の
祭
り
が
催
さ
れ
、
今
年
も
熱
く
賑
や
か

に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

８
月
２
日
は
パ
ル
ム
納
涼
祭
、
８
月
24
～
25

日
は
と
ご
し
ぎ
ん

ざ
ま
つ
り
、
９
月

７
～
８
日
は
両
社

祭
と
戸
越
八
幡
神

社
大
祭
な
ど
で
す
。

賑
や
か
な
お
祭

り
が
終
わ
る
と
、

本
格
的
な
秋
が
到

来
し
ま
す
。

７
月
は
「合
わ
せ
俳
句
」を
楽
し
む

ふ
れ
あ
い
健
康
塾

「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
を
実
践

祭
り
だ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！

荏

原

第

一

管

内

そ
ろ
っ
て
総

合

防

災

訓

練

荏原２丁目町会婦人部の皆さん

荏
原
４
丁
目
町
会

エ
リ
ア
ご
と
に
初
期
消
火
訓
練
を
実
地

８
月
18
日(

日)

、
荏
原
４
丁
目
町
会

で
エ
リ
ア
を
限
定
し
た
ス
タ
ン
ド
パ
イ

プ
初
期
消
火
訓
練
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

同
町
会
で
は
、
「
自
助
・
共
助
」
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
、
三
瓶
恭
生
町
会
長
を
中

心
に
、
町
会
内
を
７
つ
の
エ
リ
ア
に
分

け
、
順
次
き
め
細
か
く
ス
タ
ン
ド
パ
イ

プ
の
操
作
方
法
や
放
水
体
験
、
地
震
火

災
ビ
デ
オ
の
視
聴
な
ど
と
い
っ
た
初
期

消
火
訓
練
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
対
象
に
な
っ
た
の
は
、
エ
リ
ア

３(
上
記
参
考)

と
呼
ば
れ
る
約
50
世
帯
。

当
日
は
、
約
40
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

同
町
会
内
で
は
、
消
火
栓
が
あ
る
箇

荏原４丁目町会内の防災７エリア

商店街を神輿が練り歩く(両社祭)

２６号線通り

ス
ク
エ
ア

荏
原

平
塚
４
丁
目

町
会

小
山
４
丁
目
町
会

③

① ④

⑤

⑦⑥

②

武蔵小山商店街

昨年の防災訓練の様子


